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平
成
二
〇
年
度
四
国
森
林

管
理
局
決
算
概
要
を
公
表

〈
経
理
課
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
の
決
算
概
要
を

公
表
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
二
〇
年
度
に
お
け
る
国
有
林

野
事
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
維
持
増
進
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
た

結
果
、
収
入
二
四
五
億
円
に
対
し
、

支
出
は
二
四
三
億
円
と
収
支
差
は
プ

ラ
ス
二
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
、
収
支
状
況

（
一
）
収
入
に
つ
い
て

①　

自
己
収
入
は
、

　

ア　

林
産
物
等
収
入
は
、
素
材
販

　
　

売
単
価
の
下
落
等
に
よ
り
前
年

　
　

度
よ
り
一
．
五
億
円
減
少
。

　

イ　

林
野
等
売
払
代
は
、
地
価
の

　
　

下
落
及
び
優
良
物
件
の
減
少
に

　
　

よ
り
前
年
度
よ
り
〇
．
七
億
円

　
　

減
少
。

② 　

一
般
会
計
よ
り
受
入
に
つ
い
て

は
、
治
山
事
業
費
等
に
要
す
る
経

費
の
受
入
減
等
か
ら
、
前
年
度
よ

り
八
．
四
億
円
減
少
。

③ 　

借
入
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
六
年
度
以
降
、
五
年
連
続
し
て

新
規
借
入
金
は
ゼ
ロ
。

（
二
）
支
出
に
つ
い
て

① 　

給
与
関
係
経
費
は
、
職
員
数
の

適
正
化
等
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

一
．
三
億
円
減
少

② 　

森
林
保
全
・
環
境
の
整
備
に
か

か
る
経
費
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

等
に
向
け
て
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
進
め
た
こ
と
か
ら
前
年
度
よ
り

九
．
六
億
円
増
加
。
林
道
災
害
復

旧
経
費
は
、
〇
．
四
億
円
増
加
。

③ 　

償
還
金
は
、
前
年
度
よ
り
三
．

四
億
円
減
少
し
、
支
払
利
子
は
、
借

入
金
（
借
り
換
え
）
に
伴
う
利
率

の
低
減
に
よ
り
一
．一
億
円
の
減
少
。

二
、
損
益
計
算
書
の
要
旨

　

経
営
費
〇
．
五
億
円
減
少
、
売
上

高
で
一
．
七
億
円
減
少
し
た
こ
と
等

か
ら
損
益
計
算
書
上
の
損
失
は
前
年

度
よ
り
一
．
二
億
円
減
少
の
二
七
．

六
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

三
、
貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
一 

）
資
本
は
、
資
本
剰
余
金
七
六
．

六
億
円
の
増
に
よ
り
三
，
五
六
九
億

円
。

（
二 

）
負
債
は
、
長
期
借
入
金
が
四
．

二
億
円
減
少
し
た
も
の
の
未
払

金
及
び
短
期
借
入
金
等
が
二
．

六
億
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
か
ら
一
．
七
億
円
減
少

し
四
〇
五
億
円
。

　

  　

こ
の
う
ち
債
務
残
高
は
長

期
借
入
金
三
〇
八
億
円
及
び

未
払
金
等
に
含
ま
れ
る
短
期
借

入
金
六
八
億
円
を
あ
わ
せ
て

三
七
六
億
円
と
な
り
、
前
年
度

と
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
参
考
】
治
山
事
業
の
概
要

一 

、
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
山
地
災
害
の
復
旧
・
防
止
及

び
保
安
林
の
整
備
等
を
目
的
と
し

て
、
四
五
．
六
億
円
の
治
山
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

（
一 

）
国
有
林
野
内
直
轄
治
山
事
業

で
は
、
国
有
林
野
内
に
お
い
て

渓
間
工
、
山
腹
工
等
の
治
山
施

設
の
整
備
及
び
保
安
林
等
の
森

林
整
備
を
実
施
。

（
二 

）
民
有
林
直
轄
事
業
で
は
、
治

山
事
業
を
徳
島
県
祖
谷
川
地
区

外
二
箇
所
で
、
ま
た
、
地
す
べ

り
防
止
事
業
を
徳
島
県
祖
谷
川

地
区
外
四
箇
所
で
実
施
。

二 

、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
山
地
災

害
の
緊
急
復
旧
を
要
す
る
箇
所
で

一
億
円
の
治
山
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

木
工
ク
ラ
フ
ト

「
止
め
た
く
な
ー
い
！
」

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
端
材
や
間
伐

材
の
小
枝
な
ど
を
活
用
し
た
ク
ラ
フ

ト
作
り
を
通
し
て
、
木
の
利
用
を
考

え
た
り
森
林
や
自
然
環
境
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
小
・
中
学

校
で
出
前
の
木
工
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

一
〇
月
八
日
、
四
万
十
市
立
川
崎

小
学
校
五
年
生
八
名
を
対
象
に
、
動

物
の
置
物
や
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

の
作
り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
森
林
の
働
き
や
、
そ
の

森
林
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
材
料
を

使
う
こ
と
を
説
明
し
て
ク
ラ
フ
ト
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

い
ざ
始
ま
る
と
、「
何
を
作
ろ
う

か
な
？
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、

見
本
通
り
に
挑
戦
す
る
児
童
、
全
く

独
自
の
発
想
で
作
り
始
め
る
児
童
と

様
々
で
し
た
。
そ
れ
で
も
約
二
時
間

後
、
個
性
豊
か
な
作
品
が
次
々
に
完

成
す
る
と
、
皆
、
と
て
も
満
足
そ
う

な
表
情
で
し
た
。

　

後
日
、「
水
が
森
林
で
守
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
木
工
体

験
は
止
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
児
童
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
森
林
や
木
材
へ
の
関
心
・
興
味

に
繋
が
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

四
万
十
川
流
域
の
国
有
林
で

中
・
高
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
一
月
五
日
、
津
野
町
の
船
戸
山

国
有
林
を
訪
れ
た
の
は
、
四
万
十
町

に
あ
る
四
万
十
高
校
と
十と

お
か
わ川

・
昭
和
・

大
正
・
北
ノ
川
の
各
中
学
校
の
生
徒

七
〇
名
。
四
万
十
川
流
域
の
森
林
や

環
境
を
学
習
し
た
い
と
の
支
援
要
請

を
受
け
、
源
流
点
や
源
水
の
地
が
あ

り
原
生
林
が
残
る
「
不い

ら
ず
や
ま

入
山
」
と
、

高
知
県
西
部
の
代
表
的
な
人
工
林
で

あ
る
「
西
の
千
本
山
」
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
、
四
万
十
森
林
管
理
署
と
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
職
員
が
説
明
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

「
西
の
千
本
山
」
で
は
、
ス
ギ
展

示
林
の
胸
高
直
径
を
測
定
し
た
り
、

両
手
を
広
げ
て
そ
の
大
き
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。
一
方
、
源
流
点
か
ら

源
水
の
地
ま
で
は
歩
き
づ
ら
く
、
生

各
地
の

  
た
よ
り

「うわー大っきい！」四万十高校外

作業の状況
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徒
達
は
疲
労
困
憊
の
様
子
で
し
た

が
、
四
万
十
川
の
始
め
の
一
滴
を
見

て
ニ
ッ
コ
リ
。
複
層
林
施
業
や
「
郷

土
の
森
」、
森
林
の
土
壌
な
ど
に
つ

い
て
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
施
後
、
先
生
か
ら
は
、「
充

実
し
た
研
修
と
な
っ
た
」
と
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
模
様
は
、
地
元
テ

レ
ビ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
一
月
一
〇
日
、
横
浜
市
の
神

奈
川
学
園
高
校
二
年
生
三
六
名
が
、

四
万
十
川
の
支
流
、
黒
尊
川
源
流
域

の
「
八や

つ
づ
ら
や
ま

面
山
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し

て
、
森
と
川
の
関
係
、
自
然
や
環
境

な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
職
員
が
歩
道
沿
い
の

樹
木
の
特
徴
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害

な
ど
を
説
明
す
る
と
、
熱
心
に
聞
き

入
り
デ
ジ
カ
メ
に
納
め
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
黒
尊
山
に
移
動
し
て
間

伐
を
体
験
し
ま
し
た
。
間
伐
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
学
習
済
み
で
し
た

が
、
作
業
は
初
め
て
で
、
職
員
か
ら

安
全
作
業
の
心
構
え
を
教
わ
り
、
早

速
、
開
始
し
ま
し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
を

手
際
よ
く
扱
う
生
徒
、
悪
戦
苦
闘
の

生
徒
と
様
々
で
し
た
が
、
約
一
時
間

か
け
て
全
員
が
体
験
し
、
満
足
そ
う

な
表
情
で
し
た
。

　

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
黒
尊
川
源
流
域
と
同
校
の
近

く
を
流
れ
る
鶴
見
川
と
の
違
い
に
気

付
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

「
飛
ん
だ
飛
ん
だ
」

ー
模
型
を
使
っ
て
種
子
の
学
習
ー

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
一
月
七
日
に
は
四
万
十
市
立
中

筋
小
学
校
二
年
生
の
親
子
を
、
一
二

月
四
日
に
は
松
野
町
立
松
野
南
小
学

校
全
校
児
童
を
対
象
に
、
種
子
の
学

習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
自
分
で
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
植
物
が
、
様
々
な
工
夫
を

し
て
種
子
を
移
動
さ
せ
て
い
る
こ
と

や
、
草
花
だ
け
で
は
な
く
樹
木
に
も

種
子
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
本
物
の

種
子
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
風
を
利
用
す
る
ラ
ワ
ン

や
ニ
ワ
ウ
ル
シ
な
ど
の
種
子
の
模
型

を
作
り
、
校
庭
や
体
育
館
で
飛
ば
す

実
験
を
し
ま
し
た
。
特
に
、
ス
チ

ロ
ー
ル
を
使
っ
た
ラ
ワ
ン
の
模
型
は

大
人
気
で
、「
ワ
ー
、
飛
ん
だ
飛
ん
だ
」

と
大
喜
び
。
本
物
の
種
子
の
飛
び
方

が
連
想
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

学
習
後
に
は
、「
風
以
外
の
方
法

で
、
種
子
が
移
動
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」「
模
型
の
タ
ネ
が
ク
ル
ク

ル
回
っ
て
飛
び
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」

な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
模
型
を
使
っ
た
こ
と

で
、
下
級
生
に
も
理
解
し
や
す
く
楽

し
い
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
産
業
祭
で
Ｐ
Ｒ

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
一
月
一
五
日
、
四
万
十
市
西
土

佐
で
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン

タ
ー
も
後
援
団
体
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
西
土
佐
中
学
校
に

は
、
地
域
の
特
産
品
や
児
童
の
書
画
、

手
工
芸
品
な
ど
が
多
数
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
自

然
再
生
や
森
林
環
境
教
育
な
ど
を
中

心
に
、
パ
ネ
ル
写
真
を
展
示
し
て
、

日
頃
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
来

場
者
は
、
地
元
で
あ
る
黒
尊
山
の
シ

カ
食
害
対
策
の
取
組
や
、
森
林
教
室

の
写
真
に
知
り
合
い
の
小
・
中
学
生

を
見
つ
け
る
と
、
熱
心
に
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
行
事
へ
の
参
加

は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い

た
だ
く
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

植
生
回
復
に
願
い
を
込
め
て

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
一
月
一
八
日
、
関
係
機
関
、
有

識
者
等
の
出
席
を
得
て
、「
第
五
回

滑
床
山
植
生
回
復
検
討
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
の
提
言
を
受
け

て
、
一
〇
月
に
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
を

設
置
し
た
黒
尊
山
国
有
林
一
林
班
の

シ
カ
食
害
の
現
状
と
、
平
成
一
九
年

三
月
、
滑
床
山
山
頂
（
通
称
「
三
本

杭
」）
及
び
そ
の
近
く
の
通
称
「
た

る
み
」
で
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
内
に

移
植
し
た
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
生
育
状
況

等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
、
所
長
が
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
基
に
、「
移
植
し
た
サ
サ
は
、

概
ね
順
調
に
定
着
、
成
長
し
て
い

る
。
な
お
か
つ
、
移
植
し
た
方
形
区

か
ら
外
に
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
」

と
報
告
し
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら

は
、「
サ
サ
の
定
着
が
悪
い
箇
所
は
、

補
植
し
て
は
ど
う
か
」「
土
砂
流
出

に
よ
り
サ
サ
の
地
下
茎
が
動
く
と

定
着
し
な
い
。
周
囲
の
枯
れ
木
な
ど

を
活
用
し
た
土
砂
止
め
措
置
が
必

要
で
は
な
い
か
」「
三
本
杭
の
下
に

も
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
対
策
が
必
要

「飛んだー！」

間伐「ガンバレ！」神奈川学園

植生回復検討会の様子

パネル展示の様子
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で
は
な
い
か
」
等
、
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
提
言
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
滑
床

山
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
と

と
も
に
、
サ
サ
等
の
植
生
回
復
の
可

能
性
が
高
い
箇
所
へ
の
防
護
ネ
ッ
ト

の
設
置
を
、
黒
尊
山
で
は
、
ム
シ
ロ

な
ど
を
使
っ
た
土
留
め
措
置
の
試
験

地
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

中
学
生
が
林
業
体
験

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
二
月
一
日
、
四
万
十
市
立
大お

お
ゆ
う用

中
学
校
一
年
生
四
名
を
対
象
に
、
植

樹
と
間
伐
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
道
徳
の
時
間
に
、
環
境

活
動
家
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

の
植
林
活
動
を
学
習
し
た
こ
と
や
、

一
〇
月
の
森
林
教
室
で
、
森
林
の
働

き
や
間
伐
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

か
ら
、
学
校
近
く
の
国
有
林
に
行

き
、
植
樹
と
間
伐
を
体
験
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

始
め
に
、
ポ
ッ
ト
苗
の
カ
ヤ
を
植

樹
し
ま
し
た
。
初
め
て
鍬
を
持
っ
た

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、「
大
き
く
育
っ

て
」
の
願
い
を
込
め
て
手
際
よ
く
作

業
が
進
み
、
シ
カ
食
害
防
止
用
の
ツ

リ
ー
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
も
取
り
付
け
ま

し
た
。

　

間
伐
は
、
職
員
か
ら
安
全
作
業
の

注
意
点
を
聞
き
、
一
人
一
本
ず
つ
体

験
し
ま
し
た
。
始
め
は
、
鋸
の
扱
い

に
苦
労
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、

徐
々
に
コ
ツ
を
掴
み
、
無
事
作
業
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
か
ら
は
、「
植
樹
と
間

伐
が
体
験
で
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
、
一
〇
月
の
事
前

学
習
と
今
回
の
体
験
学
習
を
合
わ
せ

た
森
林
教
室
で
、
森
林
へ
の
関
心
・

理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

間
伐
材
を
授
業
で
利
用

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
二
月
八
日
、
十
和
森
林
事
務
所

管
内
の
市
ノ
又
国
有
林
で
四
万
十
町

立
昭
和
中
学
校
全
校
生
徒
三
四
名
が

間
伐
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

四
万
十
森
林
管
理
署
職
員
と
と
も
に

指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

四
万
十
町
は
、
林
業
が
基
幹
産
業

の
一
つ
で
も
あ
り
、「
幡
多
ヒ
ノ
キ
」

の
優
良
産
地
で
、
積
極
的
に
良
質
材

を
育
て
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
生
徒

達
が
実
際
に
地
域
産
業
を
体
験
し
、

間
伐
材
を
授
業
で
活
用
す
る
こ
と
で

地
域
環
境
に
も
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

生
徒
達
は
鋸
の
取
り
扱
い
に
苦
労

し
て
い
ま
し
た
が
、
協
力
し
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
倒
し

た
ヒ
ノ
キ
は
四
万
十
中
央
森
林
組
合

の
職
員
の
方
に
造
材
し
て
も
ら
い
、

全
員
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
材
を
半
年
程
乾
燥

さ
せ
、
製
材
し
て
授
業
の
中
で
机
等

を
製
作
す
る
予
定
で
す
。

　

生
徒
達
は
、
間
伐
を
体
験
す
る

こ
と
で
地
域
産
業
の
重
要
性
や
森

林
の
役
割
を
再
認
識
し
た
と
考
え

ま
す
。

　

職
場
体
験
学
習

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

香
川
所
で
は
、
一
一
月
一
〇
日

（
火
）
か
ら
一
二
日
（
木
）
ま
で
の

三
日
間
、
高
松
市
立
紫
雲
中
学
校
二

年
生
の
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
職
場
体
験
学
習
は
、「
仕
事
の

現
場
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
、
職
業

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
る
と
と

も
に
、
自
分
の
趣
味
や
適
正
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
分
の
進
路
に

つ
い
て
深
く
考
え
、
正
し
い
職
業
観

を
身
に
付
け
る
こ
と
」
を
目
標
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
二
名

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
野
外
に
出
て
コ
ン
パ

ス
測
量
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
の

飲
み
込
み
は
早
く
、
測
量
後
半
に
さ

し
か
か
る
頃
に
は
、
少
々
足
場
の
悪

い
場
所
で
も
コ
ン
パ
ス
を
据
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
事
務

所
に
帰
り
測
量
結
果
を
元
に
製
図
を

行
い
ま
し
た
が
、
な
れ
な
い
作
業
に

四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
、
午
前
中
は
所
内
で
収
穫
調
査
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
職
員
が
調
査

し
た
デ
ー
タ
を
元
に
樹
高
曲
線
図
を

画
い
て
、
材
積
を
計
算
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
当
所
が
森
林
や
林
業
に
対

す
る
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
や
森
林
教
室
等
で
よ
く
行
う
つ
る

か
ご
編
み
を
行
っ
た
り
、
竹
で
う
ぐ

い
す
笛
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
天
候
も
回
復
し
た
た

め
、
屋
島
国
有
林
内
で
下
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
使
い
慣
れ
な
い
大
き

な
鎌
を
使
っ
て
の
作
業
な
の
で
、
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
木
材

の
搬
出
現
場
に
行
き
、
監
督
業
務
を

手
伝
い
ま
し
た
。
高
性
能
林
業
機
械

や
架
線
集
材
の
集
材
機
な
ど
、
見
た

こ
と
も
な
い
珍
し
い
機
械
に
目
を
丸

く
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
所
の
業
務
内
容
は
、
一
般
の

方
々
の
目
に
留
ま
る
こ
と
は
少
な

く
、
そ
の
点
で
中
学
生
に
も
目
新
し

い
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

の
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、
森
林

の
大
切
さ
や
、
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ

り
ま
す
が
、
国
有
林
野
で
の
現
場
作

業
の
大
変
さ
、
安
全
に
作
業
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
体
感
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る

こ
と
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
危
険
な
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
職
場
体
験
学
習

を
通
し
て
働
く
こ
と
の
意
義
を
少
し

で
も
理
解
し
て
も
ら
え
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

植樹中

間伐作業の様子

測量体験の様子
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つ
る
で
編
む
か
ご
作
り

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

一
一
月
一
六
日
（
月
）、
香
川
県
立

屋
島
少
年
自
然
の
家
で
、
古
高
松
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し

た
つ
る
か
ご
編
み
教
室
が
開
催
さ
れ
、

当
所
か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
方
に
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
講
座
は
募

集
を
途
中
で
打
ち
切
る
ほ
ど
人
気
が

あ
り
、
今
回
は
主
婦
を
中
心
と
し
た

約
三
〇
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
香
川
森
林
管
理
事
務
所
職

員
が
、
香
川
県
内
の
国
有
林
や
屋
島
国

有
林
の
紹
介
と
森
林
で
つ
る
植
物
が

樹
木
に
与
え
る
悪
影
響
や
つ
る
植
物

の
利
用
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

香
川
県
は
全
体
と
し
て
森
林
面
積
が

少
な
い
た
め
、
日
頃
か
ら
森
林
に
接
す

る
機
会
も
少
な
い
の
で
す
が
、
屋
島
や

栗
林
公
園
に
近
い
峰
山
、
飯
野
山
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
比
較
的
身
近

な
場
所
に
国
有
林
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
や

こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
国
有
林

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
に
日
頃
か
ら
努
め
て
い
ま
す
。

　

つ
る
か
ご
作
り
は
屋
島
国
有
林
に

入
り
ア
ケ
ビ
や
ク
ズ
の
か
ず
ら
を
採

取
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
様
々
な
太

さ
・
長
さ
の
つ
る
を
採
取
し
、
自
分

だ
け
の
つ
る
か
ご
を
作
ろ
う
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

つ
る
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い

よ
い
よ
つ
る
か
ご
作
り
で
す
。
初
心

者
の
方
は
当
所
の
職
員
の
手
を
借
り

な
が
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
は
自
分
で

つ
る
を
組
み
、
編
ん
で
い
き
ま
し
た
。

つ
る
の
色
は
、
種
類
に
よ
っ
て
様
々

な
の
で
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
て
、
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生

か
し
た
か
ご
を
作
っ
て
い
る
人
や
、

つ
る
の
曲
が
り
具
合
を
生
か
し
て
か

ご
を
編
ん
で
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

途
中
、
あ
る
程
度
の
力
が
必
要
な
た

め
か
ご
の
成
形
に
苦
労
す
る
人
も
い

ま
し
た
が
、
編
み
始
め
て
二
時
間
後

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
か
ご
が
完
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
個
性
的
で
し
た
。

　

当
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
森
林
や
国
有
林
に
対
す
る
興

味
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
が
職
場
見
学

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

一
一
月
一
九
日
、
当
署
に
高
知
県

立
高
岡
高
校
の
一
年
生
二
三
名
が
職

場
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

高
岡
高
校
で
は
、
生
徒
が
自
己
実

現
で
き
る
基
盤
を
養
う
こ
と
を
目
標

に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
実
施
し
て

お
り
、
今
回
は
そ
の
一
環
と
し
て
、

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
見
学
・
研

修
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
依
頼
を
受

け
た
も
の
で
す
。

　

当
日
、
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

世
界
の
森
林
・
日
本
の
森
林
・
四
国

の
国
有
林
な
ど
に
つ
い
て
話
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
実
際
に
業
務
で
使

用
し
て
い
る
施
業
実
施
計
画
図
を
手

渡
し
、
図
面
の
見
方
を
説
明
す
る
と
、

生
徒
達
は
興
味
深
げ
に
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
実
際
、
ど
れ
く
ら
い
の

割
合
で
森
に
行
く
の
で
す
か
。」「
山

へ
行
く
と
疲
れ
な
い
で
す
か
。」
な
ど

の
質
問
が
あ
り
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

雰
囲
気
で
職
場
見
学
を
終
え
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
日
頃
あ
ま
り
山
に
は
入

る
機
会
が
無
い
よ
う
で
し
た
が
、
今

回
の
研
修
で
、
森
林
・
林
業
に
対
し

て
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
っ
た
こ

と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
森
で
保
育
間
伐

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

【
一
一
月
一
四
日
】

　

ヒ
カ
リ
石
国
有
林
に
あ
る
「
物
部

川
源
流
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
て
、「
物

部
川
二
一
世
の
紀
森
と
水
の
会
」
が

募
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
二
名
が
保

育
間
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
作
業
開
始
時
に
は
小
雨
が

降
り
、
悪
天
候
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
作
業
を
進
め
て
い
る
と
次
第
に

晴
れ
間
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

作
業
は
、
ベ
テ
ラ
ン
参
加
者
を
中

心
に
四
～
五
人
の
班
に
分
か
れ
、ゆ
っ

く
り
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
は

ツ
ル
が
ら
み
が
多
く
、
か
か
り
木
処

理
に
時
間
を
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
拵
え
・
植
樹
・
シ
カ
食
害
防
護

柵
設
置
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
経
験
し
て
い
る
参
加
者
か
ら
は
、

「
間
伐
が
一
番
や
り
が
い
が
あ
る
。」

「
何
十
年
も
育
っ
て
き
た
木
を
伐
る

の
は
申
し
訳
な
い
気
が
す
る
。」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
協
定
期
間
は
終
了
し
ま

す
が
、
協
定
更
新
を
行
い
、
来
年
度
も

引
き
続
き
作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る

と
の
こ
と
で
、
今
後
も
森
林
を
育
て

る
活
動
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

【
一
一
月
二
一
日
】

　

西
熊
山
国
有
林
に
あ
る
ふ
れ
あ
い

の
森
、「
共
に
考
え
よ
う
in
物
部
の
森
」

に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
我
が
家
を
見
直

す
会
が
募
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
三

名
が
保
育
間
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
標
高
の
高
い
尾
根
沿
い
に

は
霧
氷
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
大
変
寒
い

中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
達
は
使
い
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
鋸

や
鉈
を
駆
使
し
、
一
本
二
本
と
切
り

倒
し
て
い
く
と
、
体
も
あ
た
た
ま
り

着
て
い
た
上
着
を
脱
い
で
い
ま
し
た
。

森林・林業について勉強している様子

間伐作業の様子

つるかご作り
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今
回
は
、
五
歳
の
最
年
少
参
加
者

を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
出
身
の
高
知
大

留
学
生
ら
も
参
加
し
、
多
彩
な
顔
ぶ

れ
と
な
り
、
い
つ
も
に
増
し
て
安
全

に
は
十
分
注
意
し
な
が
ら
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
間
伐
の

実
行
面
積
は
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
森
林
に
親
し
み
、
間
伐
の
重
要

性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
に
は
良
い
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

作
業
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
昼

食
を
と
り
、
業
務
課
長
か
ら
の
今
後

の
活
動
に
期
待
す
る
旨
の
挨
拶
で
締

め
く
く
り
、
現
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

遊
々
の
森
で
巣
箱
が
け

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

一
一
月
二
六
日
、
ヒ
カ
リ
石
国
有

林
内
に
設
定
し
て
い
る
遊
々
の
森
で
、

香
美
市
立
大
栃
小
学
校
五
年
生
一
四

名
が
鳥
の
巣
箱
が
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
栃
小
学
校
は
森
林
環
境
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
今
年
度
す
で
に
二
回
の
森

林
学
習
を
し
て
お
り
、
こ
の
巣
箱
は

今
年
六
月
に
行
っ
た
森
林
教
室
の
時

間
を
利
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

紅
葉
の
見
頃
は
終
わ
り
を
迎
え
て

い
ま
し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
暖
か
い
日
差
し
の
中
で
作
業
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
斜
面
が

急
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
思
い

思
い
の
木
を
見
つ
け
、
し
っ
か
り
と

巣
箱
を
く
く
り
つ
け
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
実
際
に
、
前
年
度
の
卒

業
生
が
巣
箱
を
か
け
た
と
こ
ろ
で
、

ヒ
ナ
が
か
え
っ
て
お
り
、
来
春
に
向

け
て
子
ど
も
た
ち
は
期
待
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

山
岳
救
助
に
お
け
る
応
急
手
当

及
び
緊
急
連
絡
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

一
二
月
三
日
、
田
野
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
山
岳
救
助

に
お
け
る
応
急
手
当
及
び
緊
急
連
絡

訓
練
」
の
講
習
会
を
実
施
し
、
署
長

以
下
、
安
全
推
進
委
員
や
現
場
職
員

七
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
奥
地
山
岳
に
お
け

る
山
林
作
業
中
の
労
働
災
害
を
想
定

し
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
連
絡
及
び

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
時
の
基

本
的
対
応
事
項
等
、
ま
た
応
急
手
当

等
の
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
が
出
来

る
よ
う
中
芸
消
防
本
部
の
協
力
を
得

て
救
急
法
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
中
芸
消
防
本
部
か
ら

県
東
部
地
区
は
山
岳
地
帯
で
あ
り
、

緊
急
災
害
時
の
救
助
等
に
防
災
ヘ
リ

の
出
動
回
数
が
増
加
し
て
き
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
助
時
の
連
絡
体
制
や
被
災
箇
所

の
特
定
方
法
、
揚
収
す
る
際
の
注
意

事
項
等
に
つ
い
て
映
像
で
の
説
明
を

受
け
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
揚
収
に

は
気
象
条
件
や
被
災
箇
所
の
地
形
状

況
な
ど
様
々
な
条
件
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
応
急
処
置
と
し
て
止
血

方
法
、
骨
折
時
の
副
木
、
毛
布
等
で

の
担
架
の
作
り
方
等
を
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
心
肺
蘇
生
方
法

等
を
人
形
を
使
っ
て
実
技
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
職
員
が
、
緊
急
時
に
誰
で

も
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
と
交
代
で

実
技
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
各
自

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
二
月
四
日
～
一
〇
日
ま

で
の
間
に
、
各
現
場
か
ら
衛
星
電
話

で
緊
急
連
絡
模
擬
訓
練
を
実
施
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

講習会の様子

合
格
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
二
一
年
度
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
試
験
の

合
格
発
表
が
一
二
月
に
あ
り
、

四
万
十
森
林
管
理
署
の
森
下
嘉

晴
さ
ん
が
合
格
し
ま
し
た
。

第
五
回
森も

り林
の
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
ま
る

〈
総
務
課
〉

　

今
年
度
も
六
月
一
日
～
九
月
一
二

日
ま
で
小
中
学
生
を
対
象
に
、
森
林
・

林
業
に
関
す
る
俳
句
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
四
国
四
県
か
ら
八
十
八
校
、

二
，
〇
二
四
句
と
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
選
者
二
名
に
よ
る
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
小
学
生
の
部
）

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

　

吉
野
川
市
立
牛
島
小
学
校

五
年　

北
川　

大
輝

ぼ
く
植
え
た
カ
ラ
コ
キ
カ
エ
デ
あ
い

た
い
な

最
優
秀
賞

　

大
洲
市
立
豊
茂
小
学
校

三
年　

久
保　

和
己

あ
ぶ
ら
ぜ
み
よ
く
と
ま
る
木
は
さ
く

ら
の
木

優
秀
賞

　

徳
島
市
立
川
内
南
小
学
校

三
年　

坂
東 

七
穂

谷
川
を
な
が
れ
る
水
に
糸
ト
ン
ボ

　

八
幡
浜
市
立
松
蔭
小
学
校

四
年　

宇
都
宮
あ
み

秋
の
山
赤
、
黄
の
え
の
ぐ
へ
っ
て
い
く

　

鬼
北
町
立
愛
治
小
学
校

五
年　

高
田　

未
来

た
き
の
音
森
の
お
く
か
ら
き
こ
え
る
よ

秀　

逸

　

徳
島
市
立
津
田
小
学
校

二
年　

東
出
き
ょ
う
へ
い

あ
せ
い
っ
ぱ
い
み
ん
な
で
う
え
た
こ

な
ら
の
木

　

吉
野
川
市
立
牛
島
小
学
校

四
年  

桂　
　

洋
輔

山
ぎ
わ
の
へ
ん
路
小
道
は
せ
み
し
ぐ
れ

　

吉
野
川
市
立
牛
島
小
学
校

四
年　

下
藤　

京
也

若
き
日
の
母
も
登
っ
た
登
山
道

巣箱かけした小学生
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丸
亀
市
立
郡
家
小
学
校

六
年　

加
藤　
　

猛

夏
の
森
思
わ
ず
ふ
か
く
深
呼
吸

　

四
国
中
央
市
立
金
生
第
二
小
学
校

二
年　

重
見
し
ょ
う
ご

ア
カ
マ
ツ
の
さ
る
の
こ
し
か
け
す
わ

れ
る
か
な

　

四
国
中
央
市
立
金
生
第
二
小
学
校

五
年　

斎
藤　

亜
季

道
ば
た
の
ど
ん
ぐ
り
く
り
の
実
ま
だ

あ
お
い

　

八
幡
浜
市
立
松
蔭
小
学
校

六
年　

宇
都
宮　

さ
や

陸
上
部
木
蔭
を
さ
が
し
汗
ぬ
ぐ
う

　

大
洲
市
立
豊
茂
小
学
校

二
年　

菊
地　

生
馬

ね
む
の
木
が　

風
に
ゆ
ら
れ
て　

花

お
と
す

　

宇
和
島
市
立
立
間
小
学
校

五
年　

宮
本　
　

雛

こ
も
れ
日
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
夏
の
森

　

宇
和
島
市
立
高
光
小
学
校

二
年　

菊
池　

萌
花

し
ん
り
ん
の
こ
ん
ち
ゅ
う
つ
か
ま
え

す
ぐ
に
が
す

佳　

作

　

徳
島
市
立
川
内
南
小
学
校

六
年　

新
居
田　

涼

夏
空
に
緑
の
眉
山
と
入
道
雲

　

徳
島
市
立
川
内
南
小
学
校

五
年　

大
弥　

静
夏

青
々
と
色
あ
ざ
や
か
に
夏
木
だ
ち

　

吉
野
川
市
立
牛
島
小
学
校

六
年　

助
道
京
一
郎

ふ
と
見
れ
ば
の
い
ち
ご
実
っ
た
森
の
道

　

吉
野
川
市
立
牛
島
小
学
校

四
年　

上
田　

朝
日

森
の
中
い
つ
か
ト
ト
ロ
に
あ
い
た
い
な

　

三
豊
市
立
河
内
小
学
校

六
年　

大
喜
多
大
矩

ス
ギ
の
苗
親
子
で
植
え
し
ふ
る
さ
と

の
山

　

四
国
中
央
市
立
金
生
第
二
小
学
校

五
年　

山
原　

瑠
花

か
ま
の
ほ
に
し
お
か
ら
と
ん
ぼ
一
休
み

　

今
治
市
立
別
宮
小
学
校

三
年　

田
井　

政
晃

大
き
な
木
け
っ
た
ら
お
ち
た
カ
ブ
ト

ム
シ

　

大
洲
市
立
長
浜
小
学
校

五
年　

島
田
萌
々
香

君
い
く
つ
話
し
か
け
た
よ
杉
の
木
に

　

大
洲
市
立
豊
茂
小
学
校

五
年　

寺
田　
　

豪

え
だ
う
ち
で
は
し
ご
に
の
ぼ
っ
た
夏

の
空

　

大
洲
市
立
予
子
林
小
学
校

二
年　

久
保
田
駿
汰

森
の
中
お
む
す
び
二
つ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

八
幡
浜
市
立
松
蔭
小
学
校

六
年　

福
富　

彩
乃

森
の
木
が
夕
や
け
空
に
染
め
ら
れ
た

　

宇
和
島
市
立
高
光
小
学
校

六
年　

弓
削　

未
結

森
の
中
動
物
た
ち
が
遊
ん
で
る

　

鬼
北
町
立
愛
治
小
学
校

五
年　

横
田　

亜
美

お
姉
ち
ゃ
ん
と
野
い
ち
ご
と
り
合
う

森
の
中

　

馬
路
村
立
魚
梁
瀬
小
学
校

六
年　

伊
吹
麻
依
花

山
仕
事
ど
ろ
汗
に
じ
む
父
の
服

　

馬
路
村
立
魚
梁
瀬
小
学
校

四
年　

五
百
蔵
真
帆

馬
路
村
さ
っ
ぱ
り
ゆ
ず
の
い
い
か
お
り

（
中
学
生
の
部
）

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

　

西
予
市
立
城
川
中
学
校

二
年　

冨
永
遼
太
朗

夕
焼
け
を
父
と
背
負
っ
て
山
下
る

最
優
秀
賞

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

小
西　

見
歩

満
天
の
星
を
見
た
く
て
山
登
る

優
秀
賞

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

庄
境　
　

諒

山
の
中
桜
の
花
び
ら
散
っ
て
い
る

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

二
年　

今
井　

夏
紀

夜
の
森
光
り
輝
く
オ
リ
オ
ン
座

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

三
年　

佐
々
木
由
芽

粉
雪
の
白
が
大
樹
を
包
み
込
む

秀　

逸

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

久
万　

朋
香

学
校
の
窓
か
ら
見
え
る
青
い
山

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

片
岡　
　

敦

森
の
中
虫
が
と
び
か
う
夏
の
夜

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

三
年　

西
村　

映
美

風
薫
る
山
の
麓
の
一
軒
家

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

三
年　

澤　
　

篤
礼

日
が
沈
み
山
を
飛
び
交
う
赤
と
ん
ぼ

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

二
年　

上
村　

沙
紀

森
林
の
隙
間
に
通
す
月
明
か
り

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

二
年　

白
石　

昌
耶

残
雪
の
山
に
響
く
よ
鳥
の
声

　

本
山
町
土
佐
町
中
学
校
組
合
立
嶺
北
中
学
校

三
年　

田
岡　

竜
成

妹
が
せ
み
と
い
っ
し
ょ
に
な
い
て
い
る

　

本
山
町
土
佐
町
中
学
校
組
合
立
嶺
北
中
学
校

三
年　

大
石
す
み
れ

宿
題
を
終
わ
ら
せ
ろ
よ
と
せ
み
が
鳴
く

　

本
山
町
土
佐
町
中
学
校
組
合
立
嶺
北
中
学
校

二
年　

泉　
　
　

円

木
漏
れ
日
の
緑
陰
の
下
友
を
待
つ

　

馬
路
村
立
馬
路
中
学
校

三
年　

東
谷　

柚
季

駆
け
の
ぼ
り
秋
の
山
頂
ダ
ム
遥
か

佳　

作

　

八
幡
浜
市
立
真
穴
中
学
校

三
年　

薬
師
神
悦
子

木
イ
チ
ゴ
を
集
め
て
母
が
ジ
ャ
ム
つ

く
る

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

結
城　

真
実

滝
の
音
ひ
び
き
わ
た
る
よ
山
の
中

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

坂
口　

泰
樹

森
林
の
木
々
の
小
枝
に
小
鳥
来
る

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

小
松　

若
葉

山
の
色
だ
ん
だ
ん
染
ま
る
紅
葉
に

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

仙
頭　

ま
ど
か

山
行
け
ば
う
ぐ
い
す
の
声
響
い
て
る

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

西
本　

美
咲

山
仕
事
寒
い
時
に
は
大
変
だ

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

仙
頭　

夏
輝

山
笑
う
熊
も
出
て
来
い
深
呼
吸

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

武
市　

優
也

オ
ノ
の
音
緑
の
森
に
ひ
び
き
け
り

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

福
本　

裕
大

あ
た
た
か
な
日
差
し
を
あ
び
る
森
の
昼

　

香
南
市
立
野
市
中
学
校

三
年　

水
田　

和
由

霧
深
く
神
秘
漂
う
森
の
中

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

三
年　

森
下　

卓
也

雲
海
に
顔
を
の
ぞ
か
す
山
高
し

　

大
豊
町
立
大
豊
町
中
学
校

二
年　

吉
村　

友
里

ふ
と
見
る
と
木
々
の
間
に
鰯
雲

　

本
山
町
土
佐
町
中
学
校
組
合
立
嶺
北
中
学
校

三
年　

上
舞　

弥
代

お
い
し
げ
る
山
々
飛
び
交
う
甲
虫

　

本
山
町
土
佐
町
中
学
校
組
合
立
嶺
北
中
学
校

二
年　

右
城　
　

圭

花
粉
飛
ぶ
山
道
登
り
わ
ら
び
と
り

　

高
知
市
立
青
柳
中
学
校

二
年　

細
川　
　

葵

春
の
森
歩
い
て
い
る
と
鳥
の
声




